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利用者のみなさまへ 

 当社の索道事業に対し、日頃のご利用とご理解をいただき誠にありがとうございます。 
当社の経営理念『私たちの使命はお客様に満足していただける、安全で快適なリクリエーショ

ンの場を提供すること』に従い、法令の厳守とともに安全輸送に努めております。 
 本報告書は鉄道事業法に基づく、輸送の安全確保のための取り組みや、スキー場の安全実態

について、自ら振り返るとともに、皆様にご理解いただくために公表するものです。今後とも、

皆様からいただいたご意見を輸送の安全に役立て『安全で快適な』スキー場運営を目指してい

く所存ですのでよろしくお願いいたします。 
 
                             大都開発株式会社 
                             かたしな高原スキー場 
                             代表取締役 澤 生道 

１. 安全基本方針と安全目標 
  当社の経営理念の第一は安全の確保です。『安全基本方針』を次のように掲げ 
 社長以下職員に周知・徹底をしております。 
  
 安全基本方針 
（１） 社長及び役員は、安全第一の意識を持って事業活動を行える体制の整備に努めると   

ともに、索道施設及び職員を総合活用して輸送の安全確保をするための管理方針その 
他事活動に関する基本的な方針を定め実行いたします。 

 
     （２）職員・従業員の安全に関する行動規範は次のとおりといたします。 

① 一致団結して輸送安全確保につとめます。 
② 輸送の安全に関する法令・規程を理解厳守し厳正に職務を遂行します。 
③ 常に輸送の安全に関する状況を、理解するよう努めます。 
④ 職務の実施にあたり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義ある時は、最も安全だと

思う取り扱いを行います。 
⑤ 事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先し速やかに安全適切な処置を行い

ます。 
⑥ 常に問題意識を持ち、必要な変革、改善を行います。 
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 安全目標  
  輸送の安全を確保するために目標を定め、お客様の安全確保はもとより、従業員の安全確   
 保にも努めております。 

① 安全意識の習得（ハード面及びソフト面） 
② 基本事項の再確認の徹底 
③ 索道施設及び機械装置の点検、整備の徹底 
④ 実践に役立つ教育研修、救助訓練の実施 
⑤ 安全向上のための努力と工夫 

 
 
 
２. 事故等の発生状況と再発防止措置 

（１）索道運転事故（索道人身障害事故） 
２０２５シーズン索道人身障害事故は発生しておりません。 

（２）災害（地震や暴風雨、豪雪など） 
強風及び荒天による運行停止は安全確保のため状況により実施しました。 

（３）インシデント（事故の前兆） 
２０２５シーズン、国土交通省への報告はありません。 

（４）行政指導 
２０２５シーズン関東運輸局からの行政指導はありません。 

 
 
 
３. 安全輸送のための取り組み 

（１）人材教育 
① 各種索道研修の参加 

・ 索道技術研修会（関東運輸局主催） 
② 緊急時対応訓練の実施 

・ リフト救助訓練（係員全員） 
③ 社内教育及び研修会の実施 

・ リフト運転取り扱いに関する教育の実施（係員全員） 
・ 主任会議の実施（毎週金曜日） 
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（２）安全の為の投資と支出 
     索道施設の安全を確保するため下記のとおり整備・点検を実施いたしました。 
     ２０２５年整備・点検実施項目 
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索道名 内容 

第１トリプルリフト A 線 
支柱索受装置整備 

振動測定検査（減速機、モーター、山頂滑車軸） 

第１トリプルリフト B 線 
支柱索受装置整備  

振動測定検査（減速機、モーター、山頂滑車軸） 

第２ペアリフト 
支柱索受装置整備、モーターオーバーホール  

振動測定検査（減速機、モーター、山頂滑車軸） 

第３ペアリフト 
支柱索受装置整備  

振動測定検査（減速機、モーター、山頂滑車軸） 

第５ペアリフト 
支柱索受装置整備  

振動測定検査（減速機、モーター、山頂滑車軸） 

第６ペアリフト 
支柱索受装置整備  

振動測定検査（減速機、モーター、山頂滑車軸）  



 
４. 安全管理体制 

社長をトップとする安全管理組織を構築し、各責任者の責務を明確にしています。 

           

    代表取締役社長 
   

  

    
   

  

            

    スキー場総支配人      

    （安全統括管理者）      

            

    索道技術管理者 
   

  

    
   

  

            

    索道技術管理員      

    （５名）      

            

    索道スタッフ      

         

           

社長 輸送の安全確保に関する最終的な責任を負う 

スキー場総支配人 
索道事業の輸送の安全確保に関する業務を統括する 

（安全統括管理者） 

索道技術管理者 
安全統括管理者の指揮の下、索道の運行の管理、索道施設の保 

守の管理その他の技術上の事項に関する業務を統括する。 

索道技術管理員 
索道技術管理者の指揮の下索道の運行の管理、索道施設の保守 

の管理その他の技術上の事項に関する業務を管理する。 

 
 
 
６.おわりに 
  安全の確保を第一に掲げ、設備を適正に管理し安全に運行することによって、来シーズンもス

キー場をご利用のお客様が安全・安心・快適にご利用頂けます様、安全管理体制をさらに強化し

安全で快適な索道運行を目指し努力致します。今後ともかたしな高原スキー場をご愛顧いただき

ますようお願い申し上げます。 
-４- 


